






















文化財多言語解説整備事業
令和3年度予算額（案） 1,770百万円の内数

（前年度予算額 1,847百万円の内数）
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訪日外国人旅行者の地域での体験滞在の満足度を向上させるため、 文化財に対して多言語で先進的・高次元な言語解説を整備する事業を、
観光施策と連携させつつ実施。

文化財を中核とした観光拠点を中心として． 先進的・費用対鶴果の富い多言語鰯説を整備。

2次元コー ドにスマー トフォンをかざ
すと、 英語など多言語解説文のテキスト
表示と音声が読み上げられる。

（栃木：二荒山神社等）

現存しない建造物等を史実に基づ
いて高精細かつ色鮮やかに、 多言語
によるナレーションにより、 VRコン
テンツで再現。

（奈良：春日大社等）

観光庁・文化庁・環境省の連携による解説整偏を推進

【観光庁】
魅力的でわかりやすい解説文作成

専門家を派遣し、 魅力ある
多言語解説文の作成支援

｀ 
【文化庁】

先進的・高次元な媒体整備

先進的な媒体を用いた解説
整備への支援

多言語によるVR動画コンテンツ（普
段見れない場所の360度映像、 空中か
ら見るVR体験等）を楽しむことがで
きる。

（新潟：佐渡金銀山遺跡等）

【対象事業者】
文化財所有者、 自治体、 民間団体等

【実施予定数(R3年度）】
75件程度

【補助率】
原則1/3

【対象経費】
・解説文の多言語化
• VR/ARコンテンツ
・看板に貼付たQRコ ー ドからウェブサイトにリンク等

11 














